
 

 

■ 学校の共通目標                    【ＨＰ公開用・様式１・令和７年６月】 

 

授業作り 

重 

点 

・タブレット端末の活用による学習活動の充実。 

・児童一人ひとりの知的好奇心を刺激する授業づくり。 

・協働的な学びの推進。特に、「対話的な学び合い」の追求。 

環境作り 

・日常的な言語活動の充実。（伝え合う活動、ペアトークなど） 

・基礎学力の向上を目指した常時活動。（算数の授業開始３～５分を活用した計算練習） 

・学びのユニバーサルデザインを生かした授業。 

■ 学年の取組について 

学 

年 

学習状況の分析 

（各種調査から） 

学校が取り組む目標 

（日常の授業の様子から） 

目標達成のための取組 

 

１ 

学 

年 

 

 

・自分の思いを教師や友達に積極的

に伝えようとする児童が多い。 

・出し抜けに話し、人の話を遮ってし

まうことがある。最後まで聞く力

を付ける必要がある。 

・ひらがな、片仮名、漢字を正しく読

んだり書いたりすることができる

よう、繰り返し練習する必要があ

る。 

・５、10 など数の構成を理解し、計

算できる力を付ける必要がある。 

①タブレット端末、デジタル

ドリル、プリントを活用し、

繰り返し練習する。 

②机間指導や個別の声かけを

毎時間実施する。 

③ノートの活用を進め、きめ

細やかなノート指導を行

う。 

④具体物の操作を取り入れた

学習を推進する。 

⑤スピーチやペアトークなど

を日常的に取り入れ、言語

活動の充実を図る。 

⑥読書を奨励する。 

 

２ 

学 

年 

 

 

・自分の考えを教師や友達に積極的

に伝えようとする児童が多い。 

・話の内容を落とさず、最後まで聞く

力を付ける。 

・拗音、促音、片仮名、漢字などを正

しく読んだり書いたりすることが

できるようにする。 

・正確に計算する力を身に付けると

ともに、文章問題を理解する力を

付ける。 

① ペアトークやスピーチな

ど、日常の言語活動の充

実を図り、話し方や聞く

力を付ける。 

② デジタルドリル、プリン

トなどを活用し、習熟を

図る。 

③ 漢字小テストを実施す

る。 

④ 一位数の足し算、引き算

のプリントに繰り返し取

り組み計算力を付ける。 
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３ 

学 

年 

・既習漢字を使わずに文章を

書く児童が多い。 

・話の内容を落とさずに、最後

まで聞く力を付ける必要が

ある。 

・基礎的な計算の仕方を確実

に理解し、素早く正確に解く

ことができる力を付ける必

要がある。 

・文章問題を正しく理解し、正

しく答えることが必要であ

る。 

 

・既習漢字を正しく使い、文章を書く

力を身に付ける。 

・話の中心に気を付けて聞く力を身

に付ける。 

・四則計算など基礎的な計算を確実

に理解する。 

・文章の意味を正しく読み取る力を

身に付け、問題に取り組む。 

 

 

 

 

①ノートの活用を進め、きめ

細やかなノート指導を行

う。 

②漢字小テストを実施する。

習熟度に応じて再テストを

行い、既習漢字を覚える。 

③話の内容を理解しているか

確認しながら学習を進め

る。 

④家庭学習や朝の時間などを

使い基礎的な計算の習熟を

図る。 

⑤タブレット端末、デジタル

ドリルを活用する。 

 

４ 

学 

年 

・基本的な計算に課題がある。 

 

 

・気付いたことや分かったこ

となどを書くことが苦手で

ある。 

・家庭学習を毎日提出してい

る児童は６割程度である。 

・整数の四則演算が確実にできるよ

うにする。また、毎時間授業のねら

いを達成できるようにする。 

・自分の考えをもつことができるよ

うにする。 

 

・家庭学習を毎日行うことができる

ようにする。 

①デジタルドリルを活用し、

計算の反復練習を行う。更

に、かけ算九九の暗唱を全

員できるように個別指導す

る。 

②毎時間問題演習の時間を設

け、児童の理解度に応じた

個別指導をすることで、学

習内容の確実な定着を図

る。 

③毎時間自分の考えたことを

記述する。 

④対話的な学び合いを通し

て、友達の考えを参考にし

ながら自分の考えを書くこ

とができるようにする。 

⑤毎日、全員が家庭学習の提

出をできるようにし、家庭

学習の習慣化を図る。 

 

５ 

学 

年 

・算数科では、日常の学習にお

いて、基礎的な知識・技能の

習得に課題がある児童が６

割程度いる。 

・国語科では、日常の学習にお

いて、漢字や言語習得につい

ての知識の習得に課題があ

る児童が４割程度いる。 

・学習活動に集中して取り組

・算数科では、ワークテストの基礎的

な知識・技能の問題の点数が 80％

程度の児童を５割程度にする。 

・漢字テストや言語の最終的な点数

が 80％程度の児童を 7 割程度にす

る。 

・学習活動を通して気付いたことや

考えたことなど、授業開始時と終

了時の自己の変容を認識できる児

① 継続的に「相手の話を聞

くこと」についての指導

を徹底するとともに、よ

く聞くことのできている

児童を価値付けて学級全

体に広めていく。 

② 知識習得のためにワーク

シート等を定期的に繰り

返し実施する。 



むことのできる児童は学級

の 6割程度の印象である。 

童を８割程度にする。 

 

③ タブレット端末、デジタ

ルドリルを活用する。 

④ 児童の実態や学習内容に

応じて、学習活動の行い

方や時間の設定を調整す

る。特に、個別最適な学び

と協働的な学びの一体的

な充実を目指して、学習

活動を計画する。 

 

６ 

学 

年 

・算数の知識・技能（基本的な

計算の仕方など）は向上した

が、思考力が低い。（ワーク

テストの結果、７割程度がで

きていない） 

・国語の「読む」「書く」力が

低い。理科・社会のテストで

も問題文を正しく読んでい

ないための誤答が非常に多

い。 

・全体的に家庭学習の習慣が

付き、漢字と計算の力は伸び

てきている。 

・教科書やドリルの基本問題に加え

て、応用問題も自力で解けるよう

にする。 

・しっかりと読む習慣がついている

児童とそうでない児童の差が大き

いため、個別に読みの指導をして

文章を正しく読み取れるようにし

ていく。 

・６年生の漢字の学習だけでなく、小

学校で習った漢字を繰り返し復習

していく。 

 

 

① 計算ドリルの宿題に加え

て、応用問題の課題に取

り組ませていく。間違え

た問題を繰り返し解く習

慣を付ける。 

② タブレット端末、デジタ

ルドリルを活用する。 

③ 週に１回程度、作文と読

み取りプリントを家庭学

習として出す。読書の時

間に図鑑などではない本

を読むように声をかけ

る。 

④ 毎週木曜日に漢字の小テ

ストを行い、満点になる

まで再テストをする。 

⑤ 計算力を高めるために算

数の時間にタイムトライ

アルを実施する。計算の

遅い児童にはプラスの課

題に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 


